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７月13日（日）菅沼ラベンダー畑で、ラ

ベンダーの花摘み体験会が行なわれまし

た。
菅沼地区では、片品村花の谷構想に基

づき、七年前から苗の支給を受けて育て

ています。

50アールの畑には、約3000株のラベ

ンダーの花が満開となり、参加者は、一

日限りの無料の花摘みを楽しみました。

市町村合併……………………………………………２～７

できごと………………………………………………８～11
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問２　あなたの年齢をお答えください。

回答者の年齢構成は、10歳代がもっと

も少なく1.3％、20歳代が9.1％、30歳

代が12.9％、40歳代が20.3％、50歳代

が18.5％、60歳代が15.9％、70歳代以

上が21.9％となっています。

問３　あなたのご職業は次のどれですか。

職業別の構成は、会社員・団体職員
が18.5％ともっとも多く、次いで無
職が18.3％、農林業および宿泊業が
それぞれ11.9％、11.5％となってい
ます。

問４　あなたのお住まいは，どの地区ですか。

地域別の構成は、８区が18.7％

ともっとも多く、次いで１区が

17.4％、３区が15.9％となっ

ています。
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調査方法，調査対象者，回収・回答状況

問１　あなたの性別はどちらですか。

男性が48.0％、女性が52.0％であり、

やや女性が多かったものの、性別に関して

はほぼ均一な回答が得られました。

こ
の
調
査
は
、
現
在
全
国
的
に
議
論
と
な

っ
て
い
る
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、
今
ま
で

に
各
地
域
で
説
明
会
や
座
談
会
に
よ
っ
て
、

村
民
の
皆
さ
ん
方
に
い
ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を

頂
き
ま
し
た
の
で
、
村
民
一
人
ひ
と
り
の
市

町
村
合
併
に
関
す
る
考
え
方
や
意
識
を
捉
え
、

現
在
の
行
政
全
般
へ
の
評
価
や
合
併
に
つ
い

て
の
期
待
、
不
安
等
を
探
り
、
市
町
村
合
併

を
具
体
的
に
検
討
す
る
為
の
資
料
を
得
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
一
五
年
六
月
に
実

施
し
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
方
か
ら
頂
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
は
こ

れ
か
ら
の
片
品
村
の
方
向
を
決
め
る
貴
重
な

資
料
と
し
大
切
に
利
用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
、
具
体
的
に

分
析
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
今
後
作
業
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

尚
、
ア
ン
ケ
ー
ト
「
問
十
四
」
の
自
由
意

見
欄
の
関
係
に
つ
い
て
は
広
報
の
九
月
号
で

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

詳
し
く
は
、
総
務
課
企
画
係
ま
で

市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が�

　
　
　
　
　
　
ま
と
ま
り
ま
し
た�

市
町
村
合
併
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
が�

　
　
　
　
　
　
ま
と
ま
り
ま
し
た�

配布数

１　　区
２　　区
３　　区
４　　区
５　　区
６　　区
７　　区
８　　区
地区不明
合　　計

859
324
750
634
510
644
202
859
－

4,782

651
248
596
500
402
494
148
700
66

3,805

75.8
76.5
79.5
78.9
78.8
76.7
73.3
81.5
－

79.6

回収数 回収率（％） 配布数

10 歳 代

20 歳 代

30 歳 代

40 歳 代

50 歳 代

60 歳 代

70歳代以上

年齢不明

合　　計

151

515

609

854

816

745

1092

－

4782

50

341

486

763

696

597

824

48

3805

33.1

66.2

79.8

89.3

85.3

80.1

75.5

－

79.6

回収数 回収率（％）

対象は片品村全域に居住する18歳以上の住民4,782人で、組長が配布・回収を行い、4,068
人回収しました。また、全ての項目に未記入の回答を除いた回答数は3,805人であり、回答率
は79.6％となっています。
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問７　あなたは、近ごろ片品村内においても、市町村合併の議論が高まり
地域ごとにいろいろな動きが始まっていることを知っていますか。
次の中から１つ選んで番号に○をつけてください。

問９　市町村合併によって、次のようなことが期待されると言われていま
すが、あなたが、特に期待できると思われるものを次の中から３つ
まで選んで番号に○を付けてください。

問８　今、市町村合併が議論されているのはなぜだと思いますか、次の中
から１つ選んで番号に○を付けてください。

市町村合併に関する認識度は、「新
聞、テレビ等で知っている」「だいた
い知っている」「［広報かたしな］を読
んで知っている」の順で多いが、全体
で80.7％の村民が何らかの形で認識
しています。

市町村合併の必要性については、「財政
難に対応するため」が25.4％で一番多く、
次いで「地方分権に伴い、市町村の行財
政基盤を強化する必要がある」が17.4％、
「少子高齢化が更に進み、今後財政のバラ
ンスが保てなくなる」が16.2％となって
いますが、24.4％の村民が「わからない」
と答えているのも、問題が複雑で多岐に
わたっていることを物語っています。

合併への期待については、「市町村長
や議員・職員の削減が図られる」が一番
多く、「道路・公共施設整備で一体的な
街づくり、行財政基盤の強化による行政
サービスの充実、新たな行政ニーズへの
対応が可能」など市町村の規模拡大によ
る行政効率の推進に期待がされていま
す。

25.4％� 25.4％�

25.4％� 25.4％�

25.4％� 25.4％�
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問５　あなたの日常生活の主な行動範囲は何処ですか。それぞれあてはま
る市町村欄から１つ選んで番号に○を付けてください。

問６　あなたは片品村の行政サービスについて、どの程度満足しています
か。それぞれ５段階でお答えください。

この図は、それぞれの
目的での行動が有ると回
答した人の行動範囲を示
したものです。右に外出
有の割合を併記します。
行動有の割合が多いもの
を見ると、通勤・通学、
食料品・雑貨等の買物は
村内、他は沼田市が生活
行動範囲の中心になって
います。

行政サービスの満足度に
ついては、「どちらとも言え
ない」が全体を通じて一番
多いが、「満足」「やや満足」
はごみ回収対策、上水道の
整備、役場窓口の対応が多
く、「不満」「やや不満」に
ついては、道路・交通標識、
公聴（村民の意見を聞く体
制）、医療・保健・福祉が多
くなっています。
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問13 合併する必要がないと思う理由を次の中から３つまで選んで番号に
○を付けてください。

「中心部だけが発展して周辺部が

取り残されるため」を824人、「区

域が拡大することにより、行政サー

ビスが低下するおそれがあるため」

を732人、「合併しなくても広域的

な行政施策を展開することにより、

地域の活性化を図ることができるた

め」を655人が選択しています。過

去に合併の経験がない当村は「住民

感情に対立が生じる恐れがある」は

一番低くなっています。

「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について「利根沼田の市町村合併を考える住民説明会」の開催について

仮に利根沼田９市町村が合併した場合を想定した新市の基本理念と将来像、新市

の財政推計などについて、「新市将来構想案」がまとまりました。

つきましては、合併協議会より下記の通り説明会を開催しますので、村民多勢の

参加をお願い致します。

○期　日 平成15年8月22日（金）午後7時

○場　所 片品村役場２階農林研修室

利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について利根沼田市町村任意合併協議会会議録の閲覧について

平成15年１月10日の設立総会から、７月24日の第５回協議会開催までの会議録を、

片品村役場総務課窓口にて閲覧を行なっておりますのでご覧ください。

7

広報かたしな H15. 8



問10 市町村合併によって、次のようなことが不安になると言われていま
すが、あなたが、特に不安と思われるものを次の中から３つまで選
んで番号に○を付けてください。

合併に対する不安については、「合併
後の中心地域と周辺地域で格差が生じ
る」「合併後の役所が遠くなり不便にな
る」「きめ細かなサービスの提供や住民
意見の反映が困難になる」など、規模が
大きくなることによって、行政との距離
が遠くなることへの不安があるようで
す。

問11 あなたは、これからの社会変化（地方分権、少子高齢化、財政難な
ど）に対応していくため、片品村が市町村合併する必要があると思
いますか。

全体として、「必要だと思う」「ど
ちらかと言えば必要だと思う」が
29.2%で、「必要ではないと思う」
「どちらかと言えば、必要ではない
と思う」が45％であり、1,534人
の村民が自立の道を選んでいます。
尚、「わからない」が25.8%であり、
合併問題への認識の浸透を更に図る
必要があると思われます。

問12 市町村合併をする対象の市町村を次の中から１つ選んで番号に○を
付けてください。

全体で「利根沼田9市町村」が

25.5％、「利根村」が24.9%でわず

かに利根沼田9市町村が多いが、男

性では「利根村」の方がわずかに上

回っています。

25.4％� 25.4％�
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っ
た
あ
と
、
野
外
炊
飯
に
う
つ
り
ま

し
た
。

与
え
ら
れ
た
も
の
は
、
飯
ご
う
２

つ
、
炭
（
降
雨
に
よ
り
木
が
ぬ
れ
て

い
て
燃
え
な
い
た
め
）、
そ
れ
に
家

か
ら
持
っ
て
き
た
米
と
み
そ
。
水
は
、

講
師
が
見
つ
け
て
く
れ
た
清
水
。
班

長
を
中
心
に
各
班
が
自
分
た
ち
で
考

え
た
方
法
で
昼
食
作
り
が
始
ま
り
ま

し
た
。

飯
ご
う
で
ご
飯
が
炊
き
あ
が
っ
た

後
は
、
み
そ
汁
の
具
探
し
。
採
っ
て

き
た
野
草
を
食
べ
ら
れ
る
も
の
と
食

べ
ら
れ
な
い
も
の
に
見
分
け
て
も
ら

い
、
湯
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
、
講
師
か
ら
卵
が
一
つ
渡

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
卵
を
お
か
ず
に

す
る
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。
各
班
で
考
え
た
結
果
、

ゆ
で
卵
に
す
る
こ
と
に
き
ま
り
ま
し

た
。
一
つ
の
班
が
、
め
だ
ま
焼
き
に

し
た
い
と
考
え
、
ゆ
で
卵
を
つ
く
る

飯
ご
う
の
内
蓋
に
わ
っ
た
卵
を
入

れ
、
卵
の
蒸
し
焼
き
を
作
り
ま
し
た
。

道
具
が
与
え
ら
れ
な
い
と
、
子
ど
も

た
ち
は
い
ろ
い
ろ
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出

す
も
の
で
す
ね
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
昼
食
。
箸
も
皿

も
の
な
い
の
に
ど
う
や
っ
て
食
べ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
飯
ご
う
の
蓋
や
内

蓋
に
ご
は
ん
を
よ
そ
り
、
木
の
枝
の

箸
。
み
そ
を
つ
け
て
の
ご
飯
は
山
の

中
で
は
ご
ち
そ
う
で
し
た
。

こ
の
事
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
危

険
と
安
全
」。
実
際
に
活
動
し
、
触

れ
て
み
な
い
と
自
然
の
中
で
、
安
全

に
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

片
品
の
山
で
一
番
危
険
な
も
の
は

「
熊
」。
小
熊
に
会
っ
た
ら
、
す
ぐ
逃

げ
ろ
。
親
熊
に
あ
っ
た
ら
お
い
で
お

い
で
を
す
る
と
熊
が
逃
げ
る
。

次
に
危
険
な
も
の
は
「
ま
む
し
」。

ま
む
し
の
長
さ
は
、
50
cm
。
そ
れ
以

上
は
な
れ
て
い
る
と
か
ま
れ
る
こ
と

は
な
い
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
教
え
て
も
ら

平
成
十
五
年
七
月
十
日
（
木
）
第

二
回
少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」
が
利

根
村
観
光
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

発
表
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
発
表
順
）

優
秀
賞

利
根
中
一
年
生
　
千
明
　
智
美

「
命
の
重
さ
」

優
秀
賞

多
那
中
一
年
生
　
佐
々
木
順
子

「
平
和
な
未
来
の
た
め
に
」

優
秀
賞

片
品
中
一
年
生
　
笠
原
　
枝
理

「
手
　
紙
」

優
秀
賞

利
根
中
二
年
生
　
小
林
由
香
利

「
友
達
の
大
切
さ
」

優
秀
賞

多
那
中
二
年
生
　
佐
々
木
亜
佑
美

「
お
年
寄
り
の
社
会
」

優
秀
賞

片
品
中
二
年
生
　
星
野
　
早
紀

「
人
の
大
切
さ
」

優
秀
賞

利
根
中
三
年
生
　
新
井
　
幹
裕

「
人
と
し
て
今
を
生
き
る
」

優
秀
賞

多
那
中
三
年
生
　
小
林
　
麻
喜

「
誤
っ
た
認
識
」

優
秀
賞

片
品
中
三
年
生
　
戸
丸
　
忠
道

「
Ｍ
ｙ
　
ｆ
ｕ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」

（
僕
の
未
来
）

優
秀
賞

尾
瀬
校
一
年
生
　
柳
　
　
有
美

「
生
　
命
」

優
秀
賞

尾
瀬
校
一
年
生
　
小
高
　
友
実

「
中
学
生
の
「
君
」
へ
」

八
月
二
十
九
日
（
金
）
少
年
の
主

張
「
利
根
沼
田
大
会
」
が
開
催
さ
れ

各
中
学
校
一
名
が
参
加
し
ま
す
。

平
成
十
五
年
度
　
少
年
の
主
張
「
尾
瀬
大
会
」

子
ど
も
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
山
の
探
検
家
」

9

広報かたしな H15. 8



六
月
二
十
六
日
（
木
）、
片
品
中

学
校
生
徒
並
び
に
父
兄
に
よ
る
環
境

奉
仕
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
作
業
は
、
環
境
奉
仕
を
目
的

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
環

境
整
備
部
が
中
心
と
な
り
、
年
二
回

六
月
と
十
月
に
行
な
わ
れ
ま
す
。

生
徒
会
長
の
戸
丸
忠
道
く
ん
は
、

「
父
兄
の
皆
さ
ん
が
大
事
な
時
間
を

僕
達
生
徒
の
た
め
に
割
い
て
、
作
業

を
し
て
く
れ
る
こ
と
に
大
変
感
謝
し

て
い
ま
す
。
皆
で
協
力
し
て
学
校
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
、
勉
強
や
運

動
も
気
持
ち
よ
く
で
き
て
良
い
と
思

い
ま
す
。」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

「
最
後
に
こ
の
授
業
が
あ
っ
て
よ
か

っ
た
と
思
う
？
」
と
聞
く
と
、「
よ

か
っ
た
。」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ

ま
し
た
。

片
品
中
学
校
で
環
境
奉
仕
作
業
が
行
な
わ
れ
ま
し
た

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
が
、
六

月
二
十
六
日
（
木
）
白
根
山
の
シ
ラ

ネ
ア
オ
イ
復
元
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
五
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
今
回

で
十
一
回
目
と
な
る
復
元
作
業
に

は
、
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
の
メ

ン
バ
ー
を
は
じ
め
県
立
尾
瀬
高
校
の

生
徒
、
自
然
公
園
指
導
員
と
地
主
で
あ

る
日
本
製
紙
の
社
員
、
国
際
ソ
ロ
プ

チ
ミ
ス
ト
利
根
ぬ
ま
た
の
メ
ン
バ
ー

百
五
十
人
が
参
加
し
、
白
根
山
の
弥

陀
ケ
池
西
側
斜
面
に
シ
ラ
ネ
ア
オ
イ

の
苗
二
百
五
十
株
を
移
植
し
ま
し
た
。

作
業
の
成
果
は
年
々
得
ら
れ
て
は

い
ま
す
が
、
完
全
復
元
ま
で
に
は
、

も
う
し
ば
ら
く
時
間
が
必
要
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
作
業
に
参
加
し

た
皆
さ
ん
の
苦
労
と
熱
意
が
実
を
結

び
、
い
ず
れ
、
当
時
と
同
じ
よ
う
に

斜
面
を
紫
色
の
花
が
覆
い
尽
く
す
日

が
訪
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

シ
ラ
ネ
ア
オ
イ
を
守
る
会
が
白
根
山
で
復
元
作
業

七
月
五
日
（
土
）
片
品
中
学
校
校

庭
で
第
二
十
五
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優
　
勝北

地
区
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝片

小
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー

第
三
位

武
尊
根
チ
ー
ム

北
地
区
Ｂ
チ
ー
ム

審
判
部
並
び
に
選
手
・
役
員
の
皆

様
大
変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

ス
ポ
少
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（もくもくと作業を行う戸丸くん） 8
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去
る
七
月
九
日
（
水
）
月
夜
野
町

総
合
体
育
館
に
お
い
て
、
平
成
十
五

年
度
利
根
郡
地
域
婦
人
団
体
連
合
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
片
品
村
か
ら
は
、
三
支

部
・
四
支
部
の
二
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
三
支
部
チ
ー
ム
が
第
三
位
と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

ま
た
、
四
支
部
も
ブ
ロ
ッ
ク
二
位

と
健
闘
し
、
敢
闘
賞
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
第
三
位
と
い
う
成
績
で
し
た
。
選

手
、
役
員
、
応
援
の
皆
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

な
お
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で

し
た
。

○
優
　
勝
‥
水
上
町
北
部
チ
ー
ム

○
準
優
勝
‥
新
治
村
湯
宿
Ｂ
チ
ー
ム

○
第
三
位
‥
片
品
村
三
支
部
チ
ー
ム

○
第
三
位
‥
川
場
村
Ｂ
チ
ー
ム

○
敢
闘
賞
‥
新
治
村
湯
宿
Ａ
チ
ー
ム

郡
地
婦
連
ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

室
や
実
際
に
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
て

の
実
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し

た
園
児
た
ち
は
交
通
事
故
の
怖
さ
を

改
め
て
認
識
し
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
じ
て
、
交

通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
心
が
け
と
、

安
全
な
環
境
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、

ド
ラ
イ
バ
ー
及
び
歩
行
者
全
て
の

人
々
が
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
安
全

で
安
心
で
き
る
交
通
環
境
の
確
保
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

六
月
三
〇
日
、
村
内
各
保
育
所
の

園
児
た
ち
が
片
品
保
育
所
に
集
合

し
、
合
同
で
交
通
安
全
教
室
を
行
い

ま
し
た
。

ぬ
い
ぐ
る
み
を
使
っ
て
の
安
全
教

交
通
安
全
教
室
開
催

平
成
15
年
度
春
に
実
施
し
ま
し
た

「
緑
の
募
金
」
に
つ
い
て
、
皆
様
の

御
協
力
に
よ
り
１
５
５
７
件
・
総
額

１
７
９
、
３
５
０
円
の
募
金
が
集
ま

り
ま
し
た
。（
目
標
達
成
立
率
１
９

９
％
）

「
緑
の
募
金
」
は
全
国
の
学
校
、

公
共
施
設
等
の
緑
化
ま
た
緑
の
国
際

協
力
な
ど
多
く
の
事
業
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
片
品
村
で
は
今
年
度
、

各
小
学
校
の
「
緑
の
少
年
団
」
の
活

動
費
や
尾
瀬
や
奥
利
根
水
源
の
森
で

実
施
さ
れ
る
「
学
習
教
室
」（
研
修

会
）
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

森
林
や
環
境
に
対
す
る
関
心
が

年
々
高
ま
り
つ
つ
あ
る
中
、
郷
土
の

緑
の
普
及
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、

今
後
と
も
「
緑
の
募
金
」
に
御
協
力

お
願
い
致
し
ま
す
。

総
額
１
７
９
、
３
５
０
円

御
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

緑
の
募
金
結
果



で
き
た
の
に
と
、
と
て
も
残
念
で
し

た
。
し
か
し
、
参
加
者
は
と
て
も
元

気
で
、
滑
る
木
道
を
何
回
も
転
び
な

が
ら
、
歩
い
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
一
緒
に
参
加
し

て
く
れ
た
尾
瀬
高
校
自
然
環
境
科
の

生
徒
が
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
方
、
樹

木
、
草
花
な
ど
に
つ
い
て
、
丁
寧
に

説
明
し
て
く
れ
た
の
で
、
と
て
も
参

考
に
な
り
ま
し
た
。
小
学
生
の
参
加

者
を
気
遣
い
な
が
ら
、
歩
く
姿
は
と

て
も
素
晴
ら
し
く
感
じ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
の
雨
、
天
気
が
よ
け
れ

ば
素
晴
ら
し
い
景
色
を
み
る
こ
と
が

子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ
「
尾
瀬
ハ
イ
キ
ン
グ
」

参
加
者
一
同
、
福
祉
増
進
へ
の
さ
ら

な
る
努
力
を
誓
い
ま
し
た
。

ま
た
、
福
祉
車
両
や
介
護
用
品
の

展
示
も
行
わ
れ
、
式
典
後
に
は
村
民

教
養
講
座
と
共
催
で
上
映
さ
れ
た
、

痴
呆
の
義
母
と
そ
の
家
族
の
葛
藤
と

絆
の
再
生
と
い
う
実
話
を
も
と
に
し

た
映
画
「
折
り
梅
」
は
来
場
者
に
大

き
な
感
動
を
呼
び
ま
し
た
。

七
月
十
八
日
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
社
会
福
祉
に
貢
献
さ
れ
た
方
々

を
讃
え
る
た
め
社
会
福
祉
大
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
大
会
は
三
年
に

一
度
開
催
さ
れ
て
い
て
三
回
目
の
本

年
は
三
十
二
名
と
四
団
体
に
表
彰
状

と
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
る
と
と
も
に

片
品
村
社
会
福
祉
大
会

七
月
一
日
に
日
本
自
転
車
振
興
会

か
ら
老
人
福
祉
用
の
車
両
が
片
品
社

協
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

同
振
興
会
は
競
輪
の
売
上
金
の
一

部
を
広
く
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
体
育
・
社
会
福
祉
等
公

益
事
業
振
興
補
助
事
業
な
ど
の
一
環

と
し
て
公
益
車
両
整
備
補
助
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
配
備
さ
れ
た
車
両
は
ス
バ
ル

「
フ
ォ
レ
ス
タ
ー
」
で
、
車
イ
ス
の

方
や
足
の
不
自
由
な
方
が
安
全
か
つ

ス
ム
ー
ズ
に
乗
降
で
き
る
よ
う
に
、

助
手
席
が
回
転
・
下
降
す
る
特
別
仕

様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
外

出
支
援
や
介
護
事
業
等
に
使
用
し
、

福
祉
向
上
の
た
め
に
活
用
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
自
転
車
振
興
会
か
ら
片
品
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

老
人
福
祉
用
の
車
両
を
寄
贈

謝辞を述べる千明好次さん
10
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○
採
用
予
定
人
員

一
　
名

○
応
募
資
格

保
健
師
資
格
を
有
す
る
か
取
得
見

込
者
で
、
昭
和
四
十
八
年
四
月

二
日
か
ら
昭
和
五
十
七
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
試
験
日

一
次
試
験

平
成
十
五
年
九
月
二
十
一
日

（
日
）

二
次
試
験

平
成
十
五
年
十
二
月
中
旬

（
二
次
試
験
は
一
次
試
験
合
格
者

に
対
し
て
の
み
行
な
う
）

○
試
験
会
場

一
次
試
験

片
品
村
役
場

二
次
試
験

一
次
試
験
合
格
者
に
連
絡

○
受
付
期
間

平
成
十
五
年
八
月
一
日
（
金
）

〜
八
月
十
八
日
（
月
）

○
受
付
場
所

片
品
村
役
場
総
務
課

○
問
合
せ
先

役
場
総
務
課（
電
話
58
‐
２
１
１
１
）

平
成
十
六
年
一
月
の
成
人
式
の
実

行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
新
成
人
の

皆
さ
ん
、
一
度
し
か
な
い
成
人
式
と

い
う
儀
式
を
自
分
た
ち
の
力
で
運
営

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

第
一
回
の
実
行
委
員
会
は
、
秋
に

予
定
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
を
や

っ
て
み
た
い
人
は
、
八
月
末
日
ま
で

に
教
育
委
員
会
事
務
局
（
電
話
58
―

２
１
１
１
）
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

群
馬
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
が
知
的
障
害
者
巡
回
相
談
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
相
談
は
中
心
部
の
相

談
機
関
ま
で
行
く
こ
と
が
困
難
な
遠

隔
地
の
方
に
利
用
し
や
す
い
よ
う
毎

年
度
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
相

談
は
予
約
制
で
、
詳
細
は
次
の
と
お

り
で
す
。

日
　
時

九
月
三
日
水
曜
日

午
前
10
時
頃
よ
り

会
　
場

昭
和
村
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容

知
的
障
害
に
関
す
る
各
種
相
談
・

健
康
診
査
・
生
活
指
導
な
ど

相
談
ス
タ
ッ
フ

医
師
、
心
理
判
定
員
、
ケ
ー
ス
ワ

ー
カ
ー
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

申
し
込
み

八
月
十
九
日
火
曜
日
ま
で
に
役
場

住
民
課
福
祉
係
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

1
58
―
２
１
１
１
内
線
36

ま
た
、
体
の
不
自
由
な
方
で
相
談

日
に
会
場
に
行
け
な
い
方
に
つ
い
て

は
、
在
宅
訪
問
も
で
き
ま
す
の
で
同

じ
く
住
民
課
福
祉
係
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

去
る
七
月
三
日
に
入
札
が
行
わ

れ
、
萬
屋
建
設
株
式
会
社
が
落
札
、

七
月
八
日
の
臨
時
議
会
に
於
い
て
議

決
さ
れ
本
契
約
と
な
り
ま
し
た
。

（
契
約
額
二
億
千
八
百
四
十
万
円
税

込
、
工
期
平
成
十
五
年
七
月
八
日
〜

平
成
十
五
年
十
一
月
三
十
日
）

こ
の
片
品
シ
ャ
ン
ツ
ェ
は
、
昭
和

五
十
八
年
に
作
ら
れ
（
昭
和
六
十
年

第
四
十
回
片
品
国
体
で
使
用
）、
来

る
平
成
十
七
年
二
月
第
五
十
四
回
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
・
平
成
十
八
年
二
月
第

六
十
一
回
ス
キ
ー
国
体
の
ジ
ャ
ン
プ

競
技
に
使
用
す
る
た
め
、
今
回
改
修

す
る
も
の
で
す
。
施
設
は
築
二
十
年

を
経
過
し
て
お
り
、
全
般
に
老
朽
化

が
進
み
、
ま
た
ル
ー
ル
改
正
に
伴
う

安
全
確
保
（
転
倒
防
護
板
設
置
等
）

や
機
能
ア
ッ
プ
（
Ｋ
点
七
十
二
メ
ー

ト
ル
を
Ｋ
点
七
十
五
メ
ー
ト
ル
に
変

更
）
を
目
的
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

工
事
で
は
、
近
隣
の
皆
様
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い
ま
す
が
、

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
、
国
体
を
成
功
さ
せ

る
べ
く
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

片
品
村
保
健
師
募
集
の

お
知
ら
せ

平
成
十
五
年
度

片
品
村
成
人
式
実
行
委

員
募
集

知
的
障
害
者
巡
回
相
談

片
品
シ
ャ
ン
ツ
ェ
改
修

工
事
着
手

図書室だよ
り�

読んでみませんか
『キャッチャー・イン・ザ・ライ』

Ｊ・Ｄサリンジャー　著
村上春樹　訳

Ｊ．Ｄ．サリンジャーの不朽の青春文学『ライ

麦畑で捕まえて』が、村上春樹の新しい訳で４０

年ぶりに生まれ変わりました。ホールデン・コー

ルフィールドの魂は時代を超え、世代を越え、こ

の世界に存在しているのです。

さあ、ホールデンの声に（もう一度）耳を澄ま

せてください。〈帯封より〉

＊
夏
休
期
間
　
月
〜
金
曜
日

午
前
九
時
〜
午
後
五
時
開
室

＊
　
は
お
休
み
で
す
。

図書室カレンダー　８月

日 月 火 水 木 金 土
1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

25 26 27 28 29 30
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（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）（こまくさ：丸沼高原スキー場）



広
報
文
芸
片
品
村
俳
句
作
家
協
会

平
成
十
五
年
七
月
俳
句
会

東
小
川
　
　
千
明
ヒ
ロ
子

特
急
の
窓
の
入
日
や
麦
の
秋

霧
流
る
椎
坂
峠
や
栗
の
花

鎌
田
　
　
　
中
村
　
導
子

朝
の
虹
く
ぐ
り
て
つ
ば
め
餌
を
運
ぶ

走
り
梅
雨
あ
と
追
ふ
て
い
る
峰
の
霧

鎌
田
　
　
　
福
田
二
三
四

空
蝉
の
ぬ
く
も
り
未
だ
峠
道

手
も
足
も
擦
れ
ど
許
せ
ぬ
厨
蠅

鎌
田
　
　
　
星
野
　
光
子

美
し
き
ま
ま
に
別
れ
て
恋
蛍

誰
も
来
ぬ
山
家
の
ひ
と
日
梅
雨
ご
も
り

鎌
田
　
　
　
星
野
　
芳
江

紫
陽
花
や
傘
向
き
合
い
て
立
話

十
薬
や
村
に
廃
屋
ま
た
一
戸

鎌
田
　
　
　
渡
辺
　
和
昭

慈
悲
心
鳥
友
と
別
れ
の
香
を
焚
く

野
友
湖
の
霧
吹
き
の
ぼ
る
風
露
草

栃
久
保
　
　
戸
丸
　
好
夫

我
が
余
生
ど
ろ
虫
の
ご
と
田
草
と
る

ほ
と
と
ぎ
す
鳴
い
て
恋
路
の
深
さ
か
な

摺
渕
　
　
　
木
村
　
佳
江

青
田
風
巣
ご
も
る
雉
子
を
癒
し
け
り

頬
白
の
子
大
青
虫
を
捕
え
け
り

鎌
田
　
　
　
寺
岡
　
貞
子

花
絵
柄
無
事
を
祈
る
と
カ
モ
メ
ー
ル

一
輪
挿
し
ほ
た
る
袋
の
影
ゆ
れ
て

須
賀
川
　
　
大
竹
　
久
代

掌
に
の
せ
て
さ
み
ど
り
初
い
ん
げ
ん

雨
雫
宝
石
の
ご
と
花
菖
蒲

鎌
田
　
　
　
横
坂
　
末
吉

渡
ら
ね
ば
ゆ
け
ぬ
中
洲
に
ぐ
み
赤
し

霧
ふ
か
く
ラ
イ
ト
も
ぼ
け
て
青
胡
桃

鎌
田
　
　
　
星
野
ト
ミ
エ

今
朝
は
又
夏
の
炬
燵
に
火
を
入
れ
て

夏
霧
や
赤
城
の
山
を
隠
し
け
り

越
本
　
　
　
笠
原
　
法
堂

祭
り
山
車
休
む
場
所
毎
西
瓜
出
る

法
衣
着
て
村
の
辻
毎
人
の
波

築
地
　
　
　
千
明
お
さ
む

春
蝉
の
短
か
き
恋
の
む
く
ろ
か
な

梅
雨
明
け
て
戸
を
み
な
開
い
て
大
掃
除

鎌
田
　
　
　
大
竹
　
恵
子

文
庫
本
開
き
し
ま
ま
の
昼
寝
か
な

つ
ば
広
の
麦
わ
ら
帽
子
買
い
に
け
り

花
咲
　
　
　
星
野
　
百
姓

燕
の
子
横
一
列
で
餌
を
待
ち

梅
雨
寒
や
廃
車
の
車
に
手
を
合
わ
す

鎌
田
　
　
　
萩
原
弥
栄
子

窓
際
に
置
か
れ
反
り
身
の
ア
マ
リ
リ
ス

大
雨
に
道
流
さ
れ
て
い
く
惑
ふ
蟻

鎌
田
　
　
　
星
野
　
歌
子

冷
や
汗
を
刻
む
胡
瓜
の
音
軽
し

薔
薇
の
花
色
と
り
ど
り
に
咲
き
誇
り

摺
渕
　
　
　
千
明
　
新
芽

深
緑
や
裾
の
短
か
き
割
烹
着

健
康
の
番
組
多
し
梅
雨
に
入
る

Culture Comparison: 文化の比較：

Key words: キーワード：
driver's license 運転免許 alert 機敏な
road test 路上試験 official 公の 官の
course コース tester 試験官
aspiring 向上心に燃えた steer 舵をとる

Question: 問題：
Do Americans drive on real streets when they
take the road test? 路上試験を受けるとき、アメ
リカ人は実際の道路で運転しますか？

Last Month's Answer:  先月の答え：
I don't know, can we recycle plastic bags in
Katashina? If so, someone tell me how!
私にもわかりません。片品ではプラスチック袋を再
利用できますか？できるならどうするのか誰か教え
てください！

August Celebrations: 8月のおまつり：

8/12  International Youth Day
若者の日（国際）
On this day, governments all over the world
listen to children's ideas about everything from
school life to wars. Let's all listen to the
children near us to hear what they have to say! 
この日には世界中の政府が子どもたちのすべての考
え（学校生活から戦争まで）に耳を傾けます。周り
の子どもたちが何を言おうとしているのかよく聴き
ましょう。

8/29  More Herbs, Less Salt Day
減塩の日（国際）
Get creative with your cooking; the result will
be delicious!
料理に知恵を使いましょう。きっとおいしく食べら
れますよ。

Recently, I took the test to get a Japanese driver's license.
最近、日本の運転免許の試験を受けました。
I was surprised to discover the road test is conducted in special cars on a 
special course.
路上試験が特別な車を使って特別なコース上で行われるのを知ってとても驚きました。
In America, aspiring drivers must use their own cars and drive on real city streets. 
アメリカでは免許を取りたい人は自分の車で実際の道路を走行しなければなりません。
This way, the test is always a little different, so the driver always has to be alert.
この方法だと試験は毎回少しずつ変化します。受験者は常に細心の注意を払わなければなりません。
And, the official tester has no way to stop or steer the car if there is any problem.
そして試験官はたとえどんな問題がおきても、車を止めたりハンドルを操作したりはできません。
I don't know about you, but I'm glad I'm not a tester in either country!
他の人はどうか知りませんが、私はどちらの国でも試験官でなくてよかったです。
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個
人
や
事
業
所
等
が
所
有
し
て
い

る
家
屋
等
に
で
き
た
蜂
の
巣
に
つ
い

て
は
、
そ
の
所
有
者
が
駆
除
す
る
か
、

専
門
業
者
へ
依
頼
し
駆
除
を
行
っ
て

下
さ
い
。

な
お
、
老
人
世
帯
・
母
子
家
庭
の

方
に
つ
い
て
は
、
役
場
総
務
課
に
て

駆
除
を
行
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
連
絡
を
し
て
下
さ
い
。

又
、
個
人
で
行
う
場
合
、
東
消
防

署
で
駆
除
用
の
服
の
貸
出
し
を
、
無

料
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
借
り
た

い
場
合
は
東
消
防
署
へ
問
合
せ
て
下

さ
い
。
1
五
六
―
二
三
〇
〇

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
子
供
が

軽
度
の
病
気
の
時
や
、
保
育
所
等
の

休
日
に
臨
時
的
に
子
供
の
世
話
を
行

っ
た
り
、
産
休
や
育
休
が
終
わ
っ
た

後
、
保
育
所
等
の
預
け
先
が
決
ま
る

ま
で
の
間
、
短
期
間
だ
け
面
倒
を
み

た
り
と
、
保
護
者
を
支
援
す
る
仕
事

で
す
。

子
育
て
経
験
を
も
つ
主
婦
等
及
び

保
育
士
有
資
格
者
で
保
育
を
行
う
事

を
希
望
す
る
人
に
対
し
て
、
必
要
な

研
修
を
行
っ
た
後
、
保
育
サ
ー
ビ
ス

の
供
給
者
と
し
て
登
録
し
、
保
育
の

援
助
を
受
け
る
こ
と
を
希
望
す
る
人

に
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
柔
軟
な

保
育
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
ま
す
。

対
象
者

保
育
士
の
資
格
を
持
つ
人
か
、
子

育
て
経
験
を
い
か
し
て
保
育
活
動
を

行
い
た
い
人
で
、
九
月
一
七
日
・
一

九
日
・
二
二
日
・
二
五
日
・
二
九

日
・
計
五
日
間
受
講
で
き
、
保
育
サ

ポ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
活
動
で
き

る
人
。

定
　
員

五
〇
名
（
受
講
料
無
料
）

申
　
込

九
月
十
日
　
午
前
十
時
（
時
間
厳

守
）
沼
田
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

説
明
会
実
施
後
受
付
（
応
募
者
多
数

の
場
合
抽
選
に
よ
り
決
定
）

問
い
合
わ
せ
先

21
世
紀
職
業
財
団
群
馬
事
務
所

フ
レ
ー
フ
レ
ー
・
テ
レ
フ
ォ
ン

1
０
２
７
―
２
３
１
―
２
０
２
０

蜂
の
巣
の

駆
除
に
つ
い
て

保
育
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

９月９月

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~

☆
生
涯
学
習
講
座
関
係

・
ト
ラ
イ
や
る
ス
ポ
ー
ツ
Ｔ
・
Ｋ

第
四
回

・
寿
大
学
「
工
芸
教
室
」

・
子
ど
も
ク
ラ
ブ
Ｔ
・
Ｋ

・
第
五
回
「
古
文
書
を
読
む
会
」

☆
青
少
推
、
子
育
連
関
係

・
子
ど
も
会
ハ
イ
キ
ン
グ

☆
社
会
体
育
関
係

・
第
四
五
回
村
民
運
動
会

・
第
四
一
回
郡
民
体
育
大
会
（
卓
球
会
場
）

☆
学
校
関
係

◇
片
小

・
秋
季
大
運
動
会

・
振
替
休
業
日

・
校
内
水
泳
記
録
会

・
尾
瀬
学
習
（
五
年
）

◇
北
小

・
秋
季
大
運
動
会
兼
北
地
区
合
同
運
動
会

・
振
替
休
業
日

◇
南
小

・
秋
季
合
同
大
運
動
会

・
振
替
休
業
日

・
避
難
訓
練

◇
武
尊
根
小

・
地
区
と
合
同
の
秋
季
大
運
動
会

・
振
替
休
業
日

・
武
尊
根
記
録
会

◇
片
中

・
避
難
訓
練

・
体
育
祭

・
環
境
奉
仕
日

・
自
然
観
察
会
（
二
年
）

・
尾
瀬
地
域
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

☆
そ
の
他

・
書
道
教
室

18
日

22
日

27
日

下
旬

21
日

14
日

23
日

６
日

８
日

12
日

18
・
19
日

６
日

８
日

６
日

８
日

12
日

６
日

８
日

26
日

１
日

10
日

26
日

25
日

29
日

７
・
22
日

※
予
定
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

予
め
御
了
承
く
だ
さ
い
。
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村�

民�

室�

村�

民�

室�

旧
誠
道
分
校
の
同
窓
生
が
一
堂
に
集
う

旧
誠
道
分
校
（
現
誠
道
公
民
館
）
は
第
一
区
の
人

達
が
小
学
二
年
生
ま
で
通
学
し
た
分
校
で
し
た
。

そ
の
誠
道
分
校
の
昭
和
二
十
年
度
の
同
窓
会
が
去

る
五
月
中
旬
深
緑
の
老
神
温
泉
を
会
場
に
開
催
さ
れ

同
分
校
の
始
め
て
の
同
窓
会
で
あ
り
又
五
十
七
年
ぶ

り
と
あ
っ
て
感
心
も
高
く
三
十
三
名
も
集
ま
っ
た
そ

う
で
す
。

中
に
は
小
学
生
の
時
村
外
へ
転
校
さ
れ
た
方
も
数

人
あ
り
正
に
半
世
紀
ぶ
り
の
再
会
と
あ
っ
て
会
場
の

旅
館
に
到
着
す
る
や
否
や
手
を
と
り
合
い
又
抱
き
合

っ
て
な
つ
か
し
さ
の
あ
ま
り
涙
す
る
光
景
も
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

そ
し
て
会
の
冒
頭
他
界
さ
れ
た
恩
師
と
級
友
に
黙

と
う
し
た
後
は
美
酒
に
ひ
た
り
な
が
ら
和
気
あ
い
あ

い
当
時
は
終
戦
前
後
だ
っ
た
た
め
防
空
ご
う
の
話
又

カ
ス
リ
の
着
物
や
モ
ン
ペ
の
話
等
々
話
題
は
尽
き
ず

閉
会
後
も
各
部
屋
で
一
睡
も
せ
ず
語
り
明
か
し
た
人

も
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

朝
食
を
ゆ
っ

く
り
頂
い
た
後

お
互
い
に
な
ご

り
を
惜
し
み
な

が
ら
再
会
を
約

し
て
解
散
し
た

そ
う
で
す
。
幹

事
代
表
の
星
野

玉
吉
さ
ん
は
今

回
が
一
番
思
い

出
に
な
る
同
窓

会
だ
っ
た
と
話

し
て
く
れ
ま
し

た
。



国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加

入
・
脱
退
す
る
と
き
に
は
十
四
日
以

内
に
保
健
課
窓
口
へ
の
届
け
出
が
必

要
で
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
届

け
出
日
か
ら
加
入
日
ま
で
の
国
保
税

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
入
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に

加
入
し
た
と
き
は
、
国
保
を
脱
退
す

る
届
け
出
が
必
要
で
す
。
届
け
出
を

し
な
い
と
、
国
保
と
職
場
の
健
康
保

険
に
二
重
に
保
険
税
を
支
払
う
こ
と

に
な
っ
た
り
、
医
療
費
を
返
還
す
る

こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

【
届
け
出
に
必
要
な
も
の
】

◎
国
保
に
加
入
す
る
と
き

会
社
が
出
す
離
脱
証
明
書
・
家
族

が
国
保
に
加
入
し
て
い
れ
ば
そ
の
国

民
健
康
保
険
証
・
印
鑑

◎
国
保
を
脱
退
す
る
と
き

社
会
保
険
証
・
国
民
健
康
保
険

証
・
印
鑑

【
問
合
せ
先
】

保
健
課
　
国
保
係
（
内
線
三
二
）

「
森
と
木
の
ま
つ
り
」
を
全
国
植

樹
祭
の
会
場
で
あ
っ
た
「
21
世
紀
の

森
」
森
林
公
園
で
開
催
し
ま
す
。

（
第
５
回
野
外
音
楽
祭
と
共
催
）

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
森
林
の
整
備

を
推
進
し
、
間
伐
材
等
の
有
効
利
用

の
促
進
を
図
る
と
共
に
、
利
根
沼
田

地
区
の
「
木
の
街
づ
く
り
推
進
」
の

一
環
と
し
て
、
一
般
家
庭
な
ど
身
近

な
所
で
の
木
材
利
用
の
推
進
を
図
る

た
め
実
施
す
る
も
の
で
す
。

〇
開
催
日

八
月
三
十
一
日
（
日
）

開
場
　
午
前
九
時
三
十
分

〇
場
　
所

群
馬
県
立
森
林
公
園

「
21
世
紀
の
森
」

（
内
容
）

①
丸
太
市

・
素
材
丸
太
の
展
示
・
即
売

・
間
伐
材
や
根
元
、
曲
材
等
の
展

示
・
即
売

丸
太
や
製
材
端
材
を
簡
易
製
材
機

等
に
よ
り
加
工
し
ま
す
の
で
仕

上
げ
を
各
自
で
行
い
ま
す
。

②
林
業
機
械
の
展
示
・
取
扱
指
導

(

無
料)

・
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
や
刈
払
機
の
取

扱
・
目
立
て
指
導

ナ
タ
・
ノ
コ
・
カ
ン
ナ
等
の
歯
研

ぎ
を
プ
ロ
の
技
術
者
が
指
導
し

ま
す
。

③
そ
の
他

林
業
関
係
団
体
や
各
市
町
村
等
に

よ
る
模
擬
店
も
出
店
予
定
で
す

の
で
是
非
お
出
か
け
下
さ
い
。

〇
問
い
合
わ
せ
先

沼
田
行
政
事
務
所
　

森
林
部
（
林
業
振
興
グ
ル
ー
プ
）

1
０
２
７
８
・
２
２
・
４
４
８
１

心
肺
蘇
生
法
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
技
術
を
広
く
村
民
の
皆
様
に
習

得
し
て
も
ら
う
た
め
、
普
通
救
命
講

習
会
を
次
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

日
　
時

九
月
七
日
（
日
）

午
前
九
時
〜
十
二
時
ま
で

場
　
所

東
消
防
署

定
　
員

二
〇
名

申
込
先

も
よ
り
の
消
防
署
で
午
前

八
時
三
〇
分
〜
午
後
八
時

ま
で

締
　
切

実
施
日
の
二
日
前
ま
で

定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切

受
講
料

無
料

問
合
せ
先

中
央
消
防
署
1
二
四
―
一
七
三
四

東
消
防
署
　
1
五
六
―
二
三
〇
〇

西
消
防
署
　
1
六
四
―
〇
〇
〇
二

北
消
防
署
　
1
七
二
―
四
三
四
九

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
は
65
歳
に
な
る
と
受
給
権
が
消
滅
し
、

65
歳
か
ら
は
新
た
に
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

手
続
に
必
要
な
書
類
（
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁

定
請
求
書
　
ハ
ガ
キ
形
式
）
は
、
65
歳
に
な
る
誕
生
月
の
初
め
頃

（
１
日
生
れ
の
方
は
前
月
の
初
め
頃
）
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
か

ら
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
の
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
た
う
え

で
、
村
長
の
証
明
を
受
け
、
誕
生
月
の
末
日
（
１
日
生
れ
の
方
は
前

月
の
末
日
）
ま
で
に
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
に
到
着
す
る
よ
う
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
が
完
了
す
る
と
「
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
裁
定
通
知

書
・
支
給
額
変
更
通
知
書
」
に
よ
り
、
老
齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生

年
金
の
裁
定
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
別
に
支
払
機
関
の
変
更
の
手
続
を
行
わ
な
い
場
合
は
、
老

齢
基
礎
年
金
と
老
齢
厚
生
年
金
は
、
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の

支
払
い
を
受
け
て
い
た
支
払
機
関
で
受
け
取
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
年
金
証
書
に
つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
発
行
さ
れ
ま
せ
ん

の
で
従
前
の
年
金
証
書
を
お
使
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
下
げ
受
給
を
希
望
す
る
場
合
は
、
国

民
年
金
・
厚
生
年
金
保
険
老
齢
給
付
裁
定
請
求
書
に
同
封
さ
れ
る
冊

子
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く
は
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

＊
渋
川
社
会
保
険
事
務
所
1
〇
二
七
九
―
二
二
―
一
六
一
一

特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
を
受
け
て

い
る
方
は
65
歳
で
届
出
が
必
要
で
す

国
保
の
加
入
と
脱
退
は

十
四
日
以
内
に
届
け
出
を

個
人
向
け
普
通
救
命
講

習
会
の
開
催

「
森
と
木
の
ま
つ
り
」
の

実
施
に
つ
い
て

〜
森
の
宝
物
・
丸
太
市
の
開
催
〜
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人口と世帯(平成15年７月１日現在)世帯数 1,760世帯(－４) 男 2,939人(－２) 女3,031人(－13) 計5,970人(－15）

将来どんな人になってほしいですか
まずは健康でたくまし

く…。人から頼られる様
な責任感もあり、意思も
強い人になってほしいで
す。また、誰にでも優し
く、みんなから好かれる
ような人に育ってほしい
です。

くん（H14．８．27生）

萩原　厚・真由美 さん（戸倉）のお子さん

命名

凛

吉
野
　
有
康
　
男
　
恵
里
央
　
土
　
出

千
明
　
靖
久
　
男
　
淳
之
介
　
東
小
川

入
澤
　
　
学
　
女
　
奈
　
菜
　
越
　
本

(((

(((

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
　
四
人

須
藤
　
松
志
　
九
四
歳
　
東
小
川

鈴
木
美
枝
子
　
六
四
歳
　
鎌
　
田

狩
野
　
ミ
チ
　
八
五
歳
　
東
小
川

吉
野
　
た
け
　
九
〇
歳
　
土
　
出

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
場
合
は
届

出
の
際
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

窓
　
口
　
か
　
ら

生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
　
三
人

六
月
二
十
日
〜
七
月
十
九
日

え

り

お

じ
ゅ
ん
の
す
け

な
　
　

な

16
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生まれる直前まで候補
もなく、どうしよう…と
思っていました。その頃
ちょうど『凛』というお
茶が発売され、この字は
いいなぁと思い、画数を
見たらなかなか良かった
ので、これに決めました。

国民健康保険税
村 県 民 税

納期は９月１日です

第５期
第２期

今月の納期は

結
婚
さ
れ
た
方
々
　
六
組

○
上
　
原
　
正
　
則

吾
妻
町

入
　
澤
　
麻
衣
子

越
　
本

○
風
　
間
　
義
　
之

赤
堀
町

星
　
野
　
あ
ゆ
み

花
　
咲

○
ヴ
ェ
リ
　
ア
ン
ド
レ
ア

イ
タ
リ
ア

入
　
澤
　
ひ
ろ
み

越
　
本

○
青
　
木
　
智
　
彦

白
沢
村

井
　
上
　
陽
　
子

御
座
入

○
笠
　
原
　
康
　
明

越
　
本

河
　
野
　
潤
　
子

茨
城
県

○
綿
　
貫
　
　
　
敦

昭
和
村

入
　
澤
　
由
香
里

越
　
本

りん

将来どんな人になってほしいですか
どんな所、どんな環

境で生活してもいつも
笑顔でいられる素直な
心を持った明るい娘に
なってほしい。
それと健康なことが

一番です。

ちゃん（H14．８．28生）

星野　正・淳子 さん（土出）のお子さん

命名 明日香
日本的な名前にしよ

うと、いくつか候補
を考えていたところ
“明日香”という名前
にピンときて即決しま
した。

あ す か

将来どんな人になってほしいですか
健康で思いやりがあ

り、人に信頼されるよ
うな人になってほしい
です。あと、２人のお
姉ちゃん達に負けない
くらい元気の良い男の
子になってもらいたい
です。

くん（H14．８．29生）

笠原育夫・夏貴 さん（越本）のお子さん

命名 利基男の子が生れたらつ
けたいと決めていまし
た。おじいちゃんの一
字とひいおばあちゃん
の字を取ってつけまし
た。

とし き

金
子
　
千
恵
　
さ
ん
（
東
小
川
）

萩
原
　
和
典
　
さ
ん
（
土
出
）

星
　
多
美
恵
　
さ
ん
（
東
小
川
）

小
山
　
良
枝
　
さ
ん
（
東
小
川
）

萩
原
　
礼
子
　
さ
ん
（
土
出
）

当
選
者
の
皆
様
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

木
下
大
サ
ー
カ
ス
　

招
待
券
当
選
者

発
　
表
！

こ

編
集
・
発
行
／
片
品
村
役
場
総
務
課
　
　
〒
3
7
8
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4
9
8

群
馬
県
利
根
郡
片
品
村
大
字
鎌
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3
9
6
7
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1
0
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7
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5
8
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1
1
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ー
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所

広報「かたしな」は再生紙を使用しています。

■両親の名前：一也、美恵子
■職業は何ですか：店員（菅沼山小屋売店）
■趣味は何ですか：ドライブ、雑貨屋めぐり、人間観
察

■片品をどう思いますか：自分の生まれ育った所なの
でとても居心地が良い所ですが、働く場所が少ない
事が少し残念に思います。
これからも緑が多く、花あふれる片品であってほ

しいですZ
■好きな異性のタイプ：優しくて、おもしろい人、お
酒好きな人　募集中�

中
畑
め
ぐ
み
さ
ん

鎌
田
（
21
才
）
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